
 

１ 第５期計画の目標工賃と実績 
 実 績： 

    

 

 

 

 

 

 
※表中、カッコ内はR6.4 報酬改定後の算定式で試算した場合の数値 

※対象事業所：各年度末に指定を受けていた就労継続支援B型事業所（実績がない事業所を除く。） 
 

２ 第６期計画の課題と取組の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 第６期計画の目標工賃額 
・県全体での目標工賃額 

区分 
令和５年度 

（実績） 

令和 6 年度 

（目標） 

令和 7 年度 

（目標） 

令和 8 年度 

（目標） 

月額 22,434 円 23,400 円 24,500 円 25,600 円 

＜令和８年度目標額の設定の考え方＞ 

 県内事業所の令和８年度目標工賃平均額は22,849円でしたが、県のICT・ロボット

の導入支援や自主事業に繋がる取組みの推進などにより、令和５年の県内の最低賃金

の伸び率（4.4％増）や令和５年度の消費者物価指数（県内）の伸び率（4.5％増）に

見合う目標値を設定しました。 

 なお、昨今の急激な物価上昇などを考慮し、目標額が適切でない経済状況となった

場合には、計画期間中であっても目標設定を適宜見直すものとします。 

  R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 
伸び率 

R2→R5 

目標(月額) - 16,500 円 17,000 円 18,000 円  - 

実績(月額) 16,135 円 17,058 円 17,735 円 
17,821 円 

（22,434 円）

10.5%増 

（39.0%増）

時間額 226 円 235 円 246 円 
  

<参考>全国平均 15,776 円 16,507 円 17,031 円 

課題１「事業所全体での工賃向上意識の共有」 
・  職員間の更なる意識向上・啓発 
・ 事業所全体での一丸となった取組みが必要 

課題２「事業所の体制整備」 

・ 収益性の高い事業へ転換 
・ 職員の時間的余裕や環境の改善 
・  職員の営業ノウハウ不足の解消 

課題３「地域・企業等への積極的な提案と協働した取組の強化」 
・ 事業所の取組みがまだまだ知られていない 
・  個々の事業所の取組みのみでは工賃向上は困難 
・ 行政等との連携・協力が必要 

課題４「新たな就労分野の開拓・多様な就労の場の確保」 
・ 農林水産業や地域の強みを活かした産業との連携 
・  障害者特性を活かした多様な就労の場の確保 

意識共有 

①意識向上のための研修会開催  
②全国の成功事例の発信 

体制整備 

①経営コンサルタント派遣 
②技術指導のための研修 
③ICTやロボットの導入支援 

企業等との協働 

①地域・企業等への積極的な提案 
②共同受注窓口の活用 
③優先調達の推進 
 

新分野の開拓・多様な就労の場 
①新分野進出のための研修 
②施設外就労の推進 

第６期富山県障害者工賃向上支援計画の概要 

課題５「自主事業につながる取組みの推進」 
・ 下請作業から脱却し、自主事業へ転換 
・  デジタル分野での自主事業や障害者アートによる  

 自主製品の開発 

自主事業につながる取組みの推進 
①研修の開催や専門家派遣 
②有力な分野の開拓 

資料３ 

（当日差替） 


